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X07a 直接温度法で探る z = 0− 4星形成銀河のN/O元素組成比の進化
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星形成銀河の [Oiii]/Hβ対 [Nii]/Hα関係 (BPTダイアグラム)には、z = 0と 2との間にオフセットの存在が
知られている。オフセットの原因の一つに、星間ガスの窒素・酸素元素の組成比 (N/O比)が z = 0と 2の間で進
化している可能性が指摘されている。このN/O比進化を評価するためにはN/O比とともに金属量を正確に決定
する必要がある。しかし、これまでの研究では近傍銀河の経験則をそれより遠方の銀河に適用していたために、
これらが系統的な誤差を含んでいる可能性があった。そこで本研究では、星間ガスの電子温度をオーロラ線によ
り測定する直接温度法を用いてより正確にN/O比と金属量を決定する。我々は、Keck/LRISの分光観測を行い、
z=2.2の銀河からOiii]λλ1661, 1666をそれぞれ ∼5σで検出した。さらに、文献からOiii]λλ1661, 1666または
[Oiii]λ4363が検出されている 10個の星形成銀河 (z = 1.4− 3.6)を得た。合わせて 11個の星形成銀河からなるサ
ンプルである。高赤方偏移かつ、この規模のサンプルで直接温度法によるN/O比を議論をした例はこれまでにな
い。本サンプルは、直接温度法を用いることのできる SDSSのスタックサンプル (Andrews et al. 2013)と、同じ
星形成率と金属量で比較した。その結果、z = 0から 2までのN/O比の変化が∼0.2dex以下であることがわかっ
た。講演では、銀河の物理量とN/O比の依存性も含めてより詳細に議論を行なう予定である。


